
昭
和
12
年
に
満
州
へ
渡
り
、

同
20
年
5
月
に
軍
隊
に
召

集
。
終
戦
後
は
シ
ベ
リ
ア

抑
留
を
経
て
、
昭
和
22
年

に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
瑞
浪
に
住
み
、

市
川
製
陶
（
陶
）、
美
濃

窯
業
（
瑞
浪
）、
山
津
製

陶
・
高
砂
工
業
（
駄
知
）、

な
ど
に
技
術
者
と
し
て
勤

務
す
る
一
方
で
古
陶
磁
の

研
究
に
着
手
し
、『
古
陶

器
行
脚
』
や
『
焼
物
一

代
』
な
ど
の
書
籍
を
刊
行

　
水
野
善
郎
氏
は
、
土

岐
市
泉
町
大
富
に
生
ま
れ
、

大
正
15
年
に
多
治
見
工

業
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
陶
磁
器
試
験
場
な

ど
に
勤
務
し
た
後
、
日
本

鋼
管
（
株
）
に
入
社
し
て

し
て
研
究
成
果
を
公
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な

古
陶
磁
の
収
集
を
行
う
と

と
も
に
元
屋
敷
窯
跡
（
土

岐
市
）
の
保
存
を
訴
え
る

な
ど
、
歴
史
資
料
の
保
存
、

文
化
財
保
護
活
動
に
も
尽

力
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
ご
遺
族
か
ら
、

そ
れ
ら
の
収
集
品
を
瑞
浪

市
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
一
部
は
４
月

末
か
ら
陶
磁
資
料
館
の
企

画
展
で
公
開
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
は
こ
び

く
だ
さ
い
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

�

砂
田
　
普
司
　
氏

古
陶
磁
器
等
の
研
究
、保
存・文
化
財
保
護
に
尽
力

  

水
野 

善
郎
氏

明
治
40
年（
１
９
０
７
）～
平
成
17
年（
２
０
０
５
）　【
瑞
浪
】
瑞浪市ゆかり
の偉人 ⑮

　
当
商
工
会
議
所
の
産
業

振
興
販
路
開
拓
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
第

95
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・

シ
ョ
ー
春
２
０
２
３
」

が
、「
第
13
回LIFE

×D
ESIG

N

」、
ト
ー

タ
ル
イ
ン
テ
リ
ア
の
国

際
見
本
市
「LIV

IN
G
�

&
D
ESIG

N
�2023

」、

地
域
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー

ド
が
集
ま
る
品
質
・
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
志
向
の
食
の

見
本
市
「
第
33
回
グ
ル
メ

＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル

シ
ョ
ー
春
２
０
２
３
」
と

同
時
開
催
で
２
月
15
日
～

17
日
の
３
日
間
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
東
展
示
棟
を

使
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
出
展
社
数
は
、
同
時
開

催
展
を
含
め
２
７
０
５
社

は
「
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
で
、

日
本
経
済
の
再
生
を
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
と
は
、

ユ
ー
ザ
ー
と
企
業
の
接
点

を
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ

イ
ン
問
わ
ず
結
合
さ
せ
、

ユ
ー
ザ
ー
に
購
入
経
路
を

意
識
さ
せ
な
い
販
売
戦
略

の
こ
と
を
指
す
。
例
え
ば
、

ア
パ
レ
ル
店
に
洋
服
を
購

入
し
に
行
っ
た
際
、
そ
の

店
舗
に
求
め
る
洋
服
の

在
庫
が
な
か
っ
た
と
す
る
。

で
は
、
戦
略
・
戦
術
的
に

優
れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
、
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
を

融
合
さ
せ
た
新
し
い
顧
客

体
験
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る

と
と
も
に
景
気
の
回
復
に

つ
な
げ
る
新
製
品
や
創
意

工
夫
に
あ
ふ
れ
た
商
品
が

多
数
出
品
、
展
示
さ
れ
、

最
新
の
ト
レ
ン
ド
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

仕
入
れ
先
を
開
拓
で
き
た

と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催

展
の
第
13
回LIFE

×

D
ESIG

N

は
、「
心
地
よ

い
暮
ら
し
と
体
験
で
楽
し

い
住
ま
い
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
し

い
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
方
、

働
き
方
に
つ
な
が
る
ア
イ

テ
ム
や
空
間
演
出
、
サ
ー

と
前
回
か
ら
36
％
増
加
し

た
。

　
瑞
浪
市
か
ら
は
㈱
ア
ワ

サ
カ
・
㈱
小
倉
陶
器
・
㈱

生
活
の
木
の
３
社
が
出
展

し
た
。

　
今
回
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

こ
う
し
た
と
き
に
、
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
か
ら
購
入
が
で
き

た
り
、
商
品
の
受
け
取
り

を
実
店
舗
で
お
こ
な
っ
た

り
と
、
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め

る
も
の
を
好
き
な
場
所
や

好
き
な
時
間
に
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
戦
略
の
こ
と
を
オ
ム
ニ

チ
ャ
ネ
ル
と
い
う
。

　
今
回
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

ビ
ス
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
が
商
談

を
目
的
に
訪
れ
、
成
約
に

直
結
す
る
確
率
が
高
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
次
回
は
、
２
０
２
３
年

９
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮
に

開
催
。
出
展
を
ご
検
討
の

方
は
、
瑞
浪
商
工
会
議
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲会場の東京ビッグサイト

▲㈱アワサカのブース

▲㈱小倉陶器のブース

▲㈱生活の木のブース

荻之島焼徳利（寄贈品のひとつ）

売上高等の減少により旧債務の借換資金や事業再構築等の
ための事業資金を必要とする中小事業者の皆さまへ

伴走支援型借換資金
金融機関が継続的な伴走支援を行う県制度融資のご案内
●対象要件
経営行動計画書（中小企業者と金融機関の対話により作成する経営改善に
係る計画）を作成し、次のうちいずれかの要件を満たしている方
（国の全国統一制度に準拠）
①市町村長からセーフティネット保証４号又は５号の認定を受けた方
②売上高又は利益率が基準となる期と比較して５％以上減少している方

●融資条件

●融資実行期限
令和６年３月３１日(日)まで

＊その他既存の県融資制度もございます。県商業・金融課サイトもご覧ください。→

●問い合わせ先
〇本融資のお申込み・ご相談は

県内各取扱金融機関
〇信用保証をはじめとした金融相談は
岐阜県信用保証協会 総合相談窓口 TEL 0120-015-047

〇制度についてのお問い合わせは
岐阜県商工労働部商業・金融課 資金融資係 TEL 058-272-8389

岐阜県 R5.1.6版

融資限度額 運転・設備資金 １億円
償還期間 運転・設備資金 １０年以内（据置期間５年以内）
融資利率 年１．４％（固定）

信用保証料

【セーフティネット保証を利用する場合】
事業者負担なし
【一般保証を利用する場合】
事業者負担 ０．０～０．９５％

※条件変更に伴い生じる追加保証料は事業者の負担となります。

保証人 原則、法人代表者以外は不要。ただし、経営者保証免除対
応を適用する場合は法人代表者不要。

県が予算の範囲内において０．２％を補給します

岐阜県融資制度 検索

第
95
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
フ
ト・シ
ョ
ー
春
２
０
２
３

    

瑞
浪
か
ら
㈱
ア
ワ
サ
カ
、
㈱
小
倉
陶
器
、
㈱
生
活
の
木
の
３
社
が
出
展

  

商
談
に
前
向
き
な
バ
イ
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
う
！
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様々なメニューで、生産性向上を目指す取組を支
援！

	 令和 5年 3月 1日	 みずなみ商工会議所ニュース	 第 614 号（2）

瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
２
２

　
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
３
０

info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問今
回
は
有
限
会
社
四
季
彩
さ

ん
の
ご
紹
介
で
農
事
組
合
法
人	

成
瀬
農
場
瑞
芳
園
さ
ん
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業創

業
者
の
父
が
脱
サ
ラ
を
し
、

揖
斐
で
技
術
を
教
え
て
も
ら
い

日
吉
町
に
畑
を
造
成
し
て
昭
和

56
年
か
ら
茶
の
生
産
を
開
始
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
私
は
大

学
卒
業
後
に
水
回
り
メ
ー
カ
ー

と
新
聞
社
で
営
業
を
経
験
し
た

後
、
11
年
前
に
家
業
に
就
き
ま

し
た
。
今
は
生
産
を
行
い
な
が

ら
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
開
発

も
行
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容

茶
園
で
生
産
し
た
茶
葉
を
園

て
お
り
こ
れ
ま
で
通
り
の
商
品

を
作
り
続
け
る
だ
け
で
な
く
、

手
軽
な
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
使
っ

た
商
品
を
企
画
し
て
お
茶
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
進
め
て
お
り
、
菓
子
店
や

飲
食
店
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら

お
互
い
の
特
徴
を
生
か
し
た
魅

力
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

趣
味ド

ラ
イ
ブ
で
す
。
ラ
ジ
オ
や

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
気
に
な
っ

て
い
る
飲
食
店
や
観
光
地
に
行

き
、
そ
こ
で
見
聞
き
し
て
仕
事

に
使
え
そ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
探

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅

や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
商
品
は

独
創
的
な
物
も
あ
り
商
品
開
発

の
着
想
を
得
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
実
益
を
兼
ね
た
趣
味
で
す
。

農
事
組
合
法
人

成
瀬
農
場	

瑞
芳
園

瑞
浪
市
南
小
田
町
1
丁
目
95

成
瀬
範
紘

☎
０
５
７
２
‐
６
８
‐
３
０
４
５

次
回
は
カ
フ
ェ
ー
清
涯
荘
さ

ん
を
訪
問
し
ま
す
。

内
に
あ
る
工
場
で
加
工
し
て
販

売
す
る
茶
生
産
加
工
販
売
業
で

す
。
茶
園
は
バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー

ム
名
古
屋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
約

2
つ
分
（
2.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の

面
積
が
あ
り
ま
す
。
他
の
お
茶

販
売
店
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
販

売
し
て
い
る
全
て
の
茶
葉
を

自
社
の
茶
園
で
イ
チ
か
ら
作
っ

た
も
の
で
、
一
葉
一
葉
想
い
を

込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
生
産

す
る
お
茶
の
種
類
は
緑
茶
、
ほ

う
じ
茶
、
和
紅
茶
に
な
り
ま

す
。
和
紅
茶
は
岐
阜
県
の
特
産

品
認
定
制
度
「
飛
騨
・
美
濃
す

ぐ
れ
も
の
」
に
も
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
市
内
で
は
き
な
ぁ
た
瑞

浪
、
県
外
で
は
東
京
の
中
央
区

に
あ
る
飲
食
店
な
ど
地
元
を
中

心
に
各
地
で
販
売
や
飲
食
店
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー

「
安
心
安
全
と
ホ
ッ
と
す
る

時
間
の
提
供
」
で
す
。
お
茶
は

古
く
か
ら
日
本
人
に
身
近
な
飲

み
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
美
味
し
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
食
品
な
の
で
安

心
・
安
全
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
自
社
で
は
昔
な
が
ら

の
栽
培
方
法
に
こ
だ
わ
っ

て
お
り
、
農
薬
を
一
切
使

用
し
な
い
こ
と
で
健
康
志

向
の
お
客
様
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
ご
愛
飲
さ
れ
て

い
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て

急
須
を
使
っ
て
茶
葉
か

ら
淹
れ
る
人
が
年
々
減
っ

成瀬　範紘氏 274

経営セーフティ共済は取引先の突然の倒
産時にあなたを守る安心の共済制度です。
・最高3,200万円の共済金の貸付
・共済金の貸付は無担保・無保証
・掛け金は5,000円～80,000円／月
・掛け金は税法上損金又は必要経費に算入
【お問い合わせ先】瑞浪商工会議所まで

セーフティ共済

お
茶
を
通
し
て
安
心
安
全
と

ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
提
供
す
る
！

　
マ
ル
経
融
資
と
は
正
式

に
は
「
小
規
模
事
業
者
経

営
改
善
資
金
融
資
制
度
」

と
い
い
、
商
工
会
議
所
等

で
経
営
指
導
を
受
け
た
方

に
対
し
て
、
無
担
保
・
無

保
証
人
で
融
資
を
行
う
制

度
の
こ
と
で
す
。
マ
ル
経

融
資
は
政
府
系
金
融
機
関

で
あ
る
日
本
政
策
金
融
公

庫
が
実
施
す
る
融
資
制
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
営
利

は
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、

小
規
模
事
業
者
の
経
営
を

応
援
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
商
工
会
議
所
や
商
工

会
等
で
経
営
指
導
を
受
け

る
こ
と
で
、
無
担
保
・
無

保
証
人
で
利
息
も
比
較
的

安
く
融
資
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
融
資
限
度
額

２
，０
０
０
万
円

■
融
資
利
率	

１
・
18
％

（
２
月
21
日
現
在
）

■
担
保
・
保
証
人
　
不
要

■
返
済
期
間

運
転
資
金
　
７
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

■
そ
の
他
　
お
申
込
み
の

際
は
、
直
近
２
期
分
の
確

定
申
告
書
（
控
）
と
決
算

書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

瑞
浪
商
工
会
議
所

運
転
資
金
・
設
備
資
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小規模企業共済は、「小規模企業経営者のための退職金制度」です。

加入し、掛金を毎月積み立てておけば…
将来、「廃業」「役員退任」等が生じたときに共済金を受け取れます。
現役引退後に安心した生活設計が図れます。

小規模企業の経営者の皆様は
小規模企業共済制度にご加入を！

●掛け金は全額所得控除
●受取る共済金は、退職所得扱い

（一括受取）
●掛け金は、1千円～7万円

（500円刻み）
詳しくは 瑞浪商工会議所 まで

生産性向上を目指す皆様へ 令和5年1月時点版

「ものづくり・商業・サービス補助金」で
新製品・サービスの開発や生産プロセス改善等を支援！

＜今後のスケジュール＞
○令和４年度第２次補正予算

2023年3月24日（金）
電子申請システムでの応募受付開始

4月19日（水）
応募締切 ものづくり補助金総合サイト

応募方法等の詳細は
こちらからご確認ください

様々なメニューで、生産性向上を目指す取組を支援！
概　要 補助上限

※補助上限額は従業員数に応じて異なる。 補助率

通常枠　革新的な製品・サービス開発又は生産プロセス・サービス提供方法の改善に必要な
設備・システム投資等を支援。 750万円～1,250万円 1/2

小規模・再生事業者は2/3
回復型賃上げ・雇用拡大枠　業況が厳しい事業者※が賃上げ・雇用拡大に取り組むための革

新的な製品・サービス開発又は生産プロセス・サービス提供方法の改善に必要な設備・シ
ステム投資等を支援。※前年度の事業年度の課税所得がゼロである事業者に限る。

750万円～1,250万円 2/3

デジタル枠　DX に資する革新的な製品・サービス開発又は生産プロセス・サービス提供方
法の改善による生産性向上に必要な設備・システム投資等を支援。 750万円～1,250万円 2/3

グリーン枠　温室効果ガスの排出削減に資する取組に応じ、革新的な製品・サービス開発又
は炭素生産性向上を伴う生産プロセス・サービス提供方法の改善による生産性向上に必要
な設備・システム投資等を支援。

エントリー 750万円～1,250万円
2/3スタンダード 1,000万円～2,000万円

アドバンス 2,000万円～4,000万円
グローバル市場開拓枠　海外事業の拡大等を目的とした設備投資等を支援。海外市場開拓（JAPAN

ブランド）類型では、海外展開に係るブランディング・プロモーション等に係る経費も支援。 3,000万円 1/2
小規模事業者は2/3

大幅賃上げに係る補助上限額引上の特例　補助事業終了後、３～５年で大幅な賃上げに取り組む事業者に対し、上記枠の補助上限を
100万円～1,000万円、更に上乗せ。（回復型賃上げ・雇用拡大枠などは除く）➡

事業環境変化に合わせた支援を用意！補助上限額 750万円～5,000万円、補助率 1/2～2/3

特に、賃上げやグリーン、海外市場開拓の支援を拡充！

「使いやすさ」が向上！

生産性向上を目指すなら、誰もが使える！
以下の要件を満たす事業計画（３～５年）を策定・実施する中小企業等※なら、どなたでも応募可能。

賃上げに取り組む
事業者に、補助上限を
引き上げて支援！

　 付加価値額＋3％以上／年 　 給与支給総額＋1.5％以上／年 　 事業場内最低賃金　地域別最低賃金＋30円

グリーン枠を拡充し、
３段階の上限設定で幅広い
省エネニーズを取込み！

海外市場開拓に取り組む事業者に
ブランディング・プロモーション
等の費用を支援！

※業種によって定義が異なりますが、製造業の場合は、資本金３億円以下又は従業員300人以下の企業を指します。
また、革新性や事業性等の審査がございます。公募締切毎に異なりますが、２倍程度の採択倍率です。

切れ目ない公募により
最適なタイミングでの申請、
十分な準備・事業期間の確保が可能に！

あらゆる補助金の手続を
一つのポータルサイトに集約！

（J-Grants）

※
一
年
間
の

　利
子
補
給
あ
り

本補助金の申請には G
ビズ ID（アカウント）の
取得が必要です。
ID 取得に一定の期間
を要しますので、お早
めにお手続き下さい。

重要！


